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出典：第40回環境省中環審・循環型社会部会（2022年4/5）

3R＋Renewableの取組による貢献につ
いて評価するもの。運輸（旅客）、業務
他などのその他の部門であってもライ
ドシェアその他の循環経済ビジネスに
よる削減効果が期待されるがここでは
対象外としている。















☑



☑



☑





KYOTO SUITS





☑

















•
•

•

•







☑

















 2023年3月21日～23日に京都市京北地域（あうる京北）と、海外とはオンラインを繋いで開催
 世界15ヶ国以上、北海道から中国四国地方まで、短期間の募集にも関わらず約200名の高校生が参加
 炭素中立、資源循環、生物多様性、ダイバーシティ、SDGs、持続可能な暮らしについて議論
 2023年のG7とG20の開催に合わせ、札幌・広島・インドで議論に基づく発信・対話を予定
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